
１２月定例会では、こんなことが決まりました
７人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき
政府関係機関に意見書を送付しました
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⑧
⑫

12月定例会

▲子育て支援講座（生き生きプラザ斑鳩）

政府関係機関に
意見書を送付
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❷

　平成２６年第４回定例会が、１２月１日から１２月１７日ま
での１７日間の会期で開かれました。
　斑鳩町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等
に関する条例についてなど２３議案を可決し、報告案件３件に
ついて報告を受けました。また、最終日には１件の意見書を
上程しました。
　それぞれの結果は、下記のとおりです。

9月定例会では12月
定例会では12月
定例会では

案　件 結　果

条例

報告

契約

予算

発議

斑鳩町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例について

斑鳩町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準に関する条例について

斑鳩町防災会議条例の一部を改正する条例について

斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町学校週５日制実施推進委員会設置条例を廃止する条例について

斑鳩町スポーツ施設条例の一部を改正する条例について

史跡中宮寺跡整備検討委員会条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

斑鳩町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

平成２６年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）について

平成２６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２６年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２６年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２６年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

衛生処理場焼却棟解体撤去工事請負契約の締結について

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２６年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２６年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について）

政府による緊急の過剰米処理を求める意見書

満場一致で可決

満場一致で可決

報 告

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成多数で可決

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について、詳しく知りたい場合
は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL７４－１００１（内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます

裏表紙に
意見書

11ページに
賛否の討論
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No.83❸

12月
定例会では

議会だよりが斑鳩町ホームページで
　　　　閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、町議会を
クリックしてください。
NO.52（平成19年5月1日発行）からのバックナンバーも閲覧できます。

　本定例会での一般質問は、１２月４日・５日の両日、７人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

坂　口　　徹  議員

▶
下
司
田
池

議
員　

平
成
25
年
６
月
に
改
正
さ

れ
た
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
避

難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
を
作
成

し
、関
係
者
に
情
報
提
供
で
き
る
、

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
、
町
の
対
応
を

お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

こ
の
改
正
に
よ
り
、

災
害
時
要
援
護
者
の
う
ち
、
自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
迅
速

な
避
難
に
支
援
を
要
す
る
者
を
、

避
難
行
動
要
支
援
者
と
定
義
し
、

名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、災
害
の
発

生
に
備
え
、平
常
時
に
お
い
て
も
、

条
例
で
特
別
に
定
め
が
あ
る
と

き
、ま
た
は
、本
人
の
同
意
が
あ
れ

ば
、
関
係
者
に
情
報
提
供
で
き
る

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
本
町
の
個

人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り

関
係
者
へ
の
情
報
提
供
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、安
否
確

認
、
救
助
活
動
等
を
実
施
し
て
い

く
う
え
で
、
平
常
時
か
ら
情
報
を

共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。し
か
し
、
平
常
時
か
ら
、

情
報
提
供
を
図
る
う
え
で
適
切
に

管
理
で
き
る
よ
う
な
体
制
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
等
、
情
報
提
供

に
向
け
た
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

下
司
田
池
に
つ
い
て

議
員　

下
司
田
池
水
利
組
合
の
解

散
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

の
活
用
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
部
長　

10
月
31
日
付
で
水
利

組
合
よ
り
「
水
利
組
合
の
解
散
及

び
権
利
放
棄
通
知
書
」
の
提
出
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
、
地
元
自
治
会
等
の
要

望
を
尊
重
し
な
が
ら
、
議
会
と
も

相
談
し
、今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

こ
の
池
の
下
に
住
ま
い
す

る
者
に
と
り
ま
し
て
、
こ
こ
最
近

の
豪
雨
や
地
震
に
よ
る
堤
防
の
決

壊
を
非
常
に
心
配
し
て
お
り
、
今

後
に
つ
い
て
、
周
辺
に
は
災
害
時

に
一
時
避
難
で
き
る
よ
う
な
大
き

い
広
場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
災
害
備
蓄
品（
非
常
食
）に
つい
て

一 般 質 問
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議
員　

日
頃
よ
り
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
全

体
で
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
各
地
域
で
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
今
年
度
で

10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

登
下
校
時
の
見
守
り
の
な
か

で
、緊
急
時
の
対
応
の
際
に
は
、す

ば
や
く
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
と

る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
緊
急
時
の
対
応
に
お

け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
緊
急

連
絡
先
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
普
段

か
ら
携
帯
す
る
こ
と
で
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
が
、町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

初
期
対
応
の
遅
れ
が

重
大
な
事
態
に
発
展
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
る
方
が
安
心

し
て
活
動
が
で
き
、ま
た
、慣
れ
た

方
で
も
迅
速
か
つ
確
実
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
、
緊
急
時
の
基
本

的
な
対
応
や
連
絡
先
を
記
載
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
を
検
討
し

ま
す
。

三
代
川
の
美
化
活
動
事
業
で
の

植
栽
状
況
の
課
題
と
対
策

議
員　

三
代
川
愛
護
会
の
方
々
が

助
宗
さ
ん
の
意
思
を
継
ぎ「
三
代

川
の
早
期
改
修
」と「
河
川
の
美
化

活
動
」
を
積
極
的
に
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。特
に
三
代
川

の
環
境
を
守
る
た
め
、
植
栽
を
は

じ
め
除
草
作
業
な
ど
維
持
管
理
に

取
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
般
の
植
栽
の
維
持
管

理
が
年
々
、
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。将
来
に
お
い
て
の
植

栽
の
管
理
に
つ
い
て
の
課
題
と
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

最
近
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
防
草
シ
ー
ト
を
施
工

し
、
除
草
も
行
い
美
観
に
配
慮
し

た
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。し
か
し
、近
年
の
気
象

状
況
の
変
化
な
ど
で
雑
草
の
繁
殖

が
激
し
く
十
分
な
管
理
状
態
を
維

持
で
き
な
い
状
況
で
、
雑
草
の
繁

茂
を
抑
制
す
る
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
、
三
代
川
愛
護
会
の
負
担

を
軽
減
し
て
適
切
な
管
理
状
態
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
対
策

方
法
を
三
代
川
愛
護
会
や
県
と
も

協
議
し
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
避
難
場
所
の
「
安
全
確
保
の
た

　

め
の
整
備
」の
充
実
に
つ
い
て

※
防
災
会
議
で
の
女
性
委
員
の
任

　

命
の
推
進
に
つ
い
て

議
会
の
日
程

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、13
日（
金
）・17
日（
火
）・18
日（
水
）は
午
後

1
時
30
分
、そ
の
他
の
日
程
は
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

　　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
℡
７
４
‐
１
０
０
１
内
線
３
０
２

平
成
27
年
第
1
回
定
例
会

閉
会
中
の
委
員
会一

般
質
問

一
般
質
問

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
水
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
水
）

日（
火
）

56910111316171824
日（
水
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
火
）

18192024

2
月

3
月

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

2
日（
月
）本
会
議
初
日

　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

▶
子
ど
も
を
見
守
る

　

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学校安全ボランティア活動に
　　おける緊急時の対応を

飯　髙　　昭　二  議員

一 般 質 問

❹
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議
員　

斑
鳩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

み
て
も
ら
う
に
は
仕
掛
け
が
必
要

で
あ
り
、
来
年
４
月
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
、
情
報

が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
人
々
に

も
斑
鳩
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
。

そ
の
手
段
の
一
つ
が
「
多
く
の
情

報
を
短
い
時
間
で
伝
え
ら
れ
る
」

動
画
で
あ
り
、
先
進
地
の
自
治
体

で
は
地
域
の
魅
力
発
信
に
活
用
し

て
い
る
が
、
斑
鳩
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長　

多
彩
で
わ
か
り
や
す

い
情
報
発
信
の
一
つ
の
方
法
と
し

て
写
真
コ
ン
テ
ン
ツ
や
町
の
Ｐ
Ｒ

動
画
な
ど
を
掲
載
し
、
斑
鳩
町
の

魅
力
発
信
、
利
用
者
が
楽
し
め
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
と
い
っ
た

観
点
か
ら
も
、今
後
、検
討
す
る
。

議
員　

ま
ず
は
行
政
が
発
信
す
べ

き
情
報
が
伝
わ
る
動
画
か
ら
検
討

し
て
い
た
だ
き
、い
ず
れ
は
、利
用

者
が
楽
し
め
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。今
の
時
代
、お
金
を

か
け
ず
に
簡
単
に
素
人
で
も
高
画

質
の
動
画
を
作
成
す
る
事
が
で
き

る
。住
民
を
巻
き
込
ん
で
多
彩
な

動
画
を
掲
載
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
要
望
す
る
。

　

で
は
次
に
、
斑
鳩
の
歴
史
的
資

源
を
後
世
に
継
承
す
る
覚
悟
に
つ

い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

法
隆
寺
を
中
心

と
し
た
「
拠
点
通
過
型
」

観
光
か
ら
地
域
散
策
観

光
へ
の
転
換
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

道
路
整
備
等
の
事
業
実

施
に
伴
い
移
転
が
必
要

と
な
る
場
合
、
地
域
資

源
・
観
光
資
源
と
な
り

う
る
建
築
物
や
石
碑
等
に
つ
い
て

は
、
保
存
及
び
利
活
用
を
十
分
に

協
議
し
、
最
善
の
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

議
員　

竜
田
大
橋
東
詰
め
の
大
道

標
は
斑
鳩
町
史
に
注
意
す
べ
き
道

標
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の

に
、
町
外
へ
の
移
設
が
本
当
に
最

善
の
対
策
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
で

あ
る
。先
人
た
ち
が
守
っ
て
こ
ら

れ
た
地
域
資
源
を
、
今
を
生
き
る

我
々
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
覚
悟
が
あ
っ
た
の
か
。

　

移
設
さ
れ
た
９
月
と
言
え
ば
、

斑
鳩
町
が
法
隆
寺
周
辺
を
規
制
緩

和
し「
散
策
・
回
遊
・
着
地
型
」観

光
を
目
指
す
と
報
道
さ
れ
て
い
た

時
期
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
期
に
、
地
域
・
観
光

資
源
の
一
つ
が
失
わ
れ
た
こ
と
を

残
念
に
思
う
。二
度
と
地
域
・
観

光
資
源
の
喪
失
と
な
ら
な
い
よ
う

に
最
善
の
対
策
を
お
願
い
す
る
。

議
員　

今
年
５
月
に
日
本
創
成
会

議
が
公
表
し
た
人
口
推
計
が
マ
ス

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

町
は
人
口
推
計
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

総
務
部
長　

本
町
の
将
来
の
人
口

を
日
本
創
成
会
議
の
推
計
を
基
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
平

成
52
年
に
は
、総
人
口
は
、６
１
１

４
人
、
22
％
減
の
２
万
１
６
２
１

人
ま
で
減
少
し
ま
す
。

　

若
年
女
性
は
、
１
１
７
７
人
、

34
・
７
％
減
の
２
２
１
５
人
に
減

少
し
、
若
年
女
性
の
減
少
は
一
層

の
少
子
化
を
進
め
、
人
口
減
少
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
税
収
入
が
減
額
す
る
一

方
で
、
老
齢
人
口
の
増
加
に
伴
う

扶
助
費
が
増
大
す
る
な
ど
、
過
度

な
人
口
減
少
が
続
け
ば
深
刻
な
財

政
危
機
に
陥
る
危
険
性
も
は
ら
ん

で
お
り
、
町
が
持
つ
課
題
や
新
し

い
時
代
に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

議
員　

人
口
推
計
通
り
に
、
２
０

４
０
年
に
は
若
年
女
性
が
34
・

６
％
も
減
少
し
た
ら
、
一
層
の
少

子
高
齢
化
が
進
み
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
現
時
点
で
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
を
伺
う
。

総
務
部
長　

国
の「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
の
成
立
を
踏
ま

え
、本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、町
の

人
口
減
少
対
策
及
び
地
域
活
性
化

対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
斑
鳩
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
立
ち
上
げ
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、健
康
長
寿
・
医
療
、観
光
・

経
済
振
興
、
都
市
・
環
境
推
進
な

ど
地
方
創
生
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

地
域
資
源
を
守
り
抜
く

　
　
　
　
　
　

覚
悟
に
つ
い
て

小　林　　誠  議員

議
会
の
日
程

▶
町
外
に
移
設
さ
れ
た
大
道
標

人口減少への対応について

伴　　吉　晴  議員

町政ここが聞きたい
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め
の
総
合
戦
略
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
そ
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員　

斑
鳩
町
と
し
て
も
、
人
口

減
少
問
題
に
対
し「
斑
鳩
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
立

ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
創
生
本
部
が
形
だ
け
に
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
要
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

※
町
立
小
中
学
校
の
授
業
を
さ
ら
に

　

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

　

夏
季
補
習
及
び
土
曜
授
業
の
復

　

活
や
外
国
語
授
業
で
の
教
育
委

　

員
会
の
見
解
を
伺
う
。

議
員　

現
在
、
日
本
の
税
法
上
の

制
度
で
は
、
寡
婦
控
除
は
結
婚
暦

が
な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。し

か
し
、
昨
年
９
月
の
最
高
裁
で
法

律
上
結
婚
し
て
い
な
い
子
ど
も
に

対
す
る
遺
産
相
続
の
判
決
が
出
た

こ
と
を
受
け
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
に
も「
寡
婦（
夫
）控
除
の
み

な
し
適
用
」
と
い
う
形
で
制
度
を

実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
日
本
共
産
党
が
行
っ
た

子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
な
か
で
、

未
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
か
ら

「
み
な
し
控
除
」の
適
用
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。他
の
自

治
体
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
に
「
ひ
と
り
親
医
療
」「
保

育
料
」「
町
営
住
宅
家
賃
」
へ
の
適

用
に
つ
い
て
町
の
見
解
を
求
め
ま

す
。

住
民
生
活
部
長　

ひ
と
り
親
家
庭

等
の
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
こ
の

制
度
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
保
育
所
の
保
育
料
に
つ

い
て
は「
寡
婦（
夫
）控
除
の
み
な

し
適
用
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、税

額
が
保
育
料
の
徴
収
金
額
表
の
第

２
階
層
と
第
３
階
層
に
な
る
場
合

は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
し
て
も
通
常
よ
り
も
減

免
し
た
金
額
の
保
育
料
設
定
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
な
し
控
除
」の
保
育
料
や
町

営
住
宅
家
賃
へ
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
税
法
上
の
扱
い
と
な
り
多
岐

に
わ
た
る
分
野
で
影
響
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
他
市

町
村
の
導
入
状
況
等
も
確
認
し
な

が
ら
調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
助
成
制
度
は
、
申
請
し
な
い
と

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
対
象

家
庭
の
方
が
知
ら
な
い
と
利
用
で

き
ま
せ
ん
。今
後
、制
度
の
周
知
を

徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し

ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
や
町
営
住
宅
家

賃
へ
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
家
庭
だ
か
ら
制
度
が

受
け
ら
れ
ず
不
利
益
を
受
け
る
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
早
期
の

対
策
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
小
規
模
企
業
基
本
法
に
基
づ
く

　

小
規
模
事
業
者
の
振
興
に
つ
い
て

※
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

　

に
つ
い
て

議
員　

中
央
公
民
館
の
国
道
側
入

口
が
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
と
、
法
隆

寺
線
の
供
用
開
始
時
期
を
問
う
。

都
市
建
設
部
長　

事
業
用
地
の
代

替
と
し
て
中
央
公
民
館
敷
地
の
一

部
と
交
換
す
る
た
め
、
国
道
か
ら

の
出
入
り
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
事
業
用
地
の
既
設
開
口
部

を
利
用
し
た
車
両
を
含
め
た
仮
設

通
路
の
設
置
を
、
西
和
警
察
署
等

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、仮
設
通
路
設
置
に

伴
う
国
道
歩
道
の
一
部
を
改
修
す

る
工
事
に
必
要
な
道
路
使
用
許
可

「
み
な
し
控
除
」の
適
用
を

木　澤　正　男  議員

中央公民館東側の
　　法隆寺線の供用開始は？

小　野　隆　雄  議員

一 般 質 問
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を
西
和
警
察
署
に
申
請
し
た
と
こ

ろ
「
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
整
備
が
国

道
25
号
三
室
交
差
点
に
接
続
が

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
仮

設
通
路
を
利
用
し
て
多
く
の
車
両

が
三
室
交
差
点
周
辺
の
生
活
道
路

に
進
入
し
混
乱
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
車
両
通
行
が
可
能
な
仮
設
通

路
設
置
に
関
す
る
道
路
使
用
は
許

可
で
き
な
い
。」と
の
見
解
が
示
さ

れ
、
仮
設
通
路
は
歩
行
者
専
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、国
か
ら
も

「
三
室
・
紅
葉
ヶ
丘
区
間
の
事
業

用
地
取
得
を
平
成
27
年
度
中
に
完

了
し
、そ
の
後
、２
、３
年
で
整
備

工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。」

と
の
見
解
を
得
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
法
隆
寺
線
の
供
用
開
始
は
同

時
期
、
29
年
か
ら
30
年
に
な
る
の

で
は
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

議
員　

国
道
歩
道
改
修
の
道
路
使

用
が
不
許
可
に
な
っ
た
最
大
の
要

因
は
、
仮
設
の
通
路
が
車
両
通
行

を
可
能
に
す
る
道
路
工
事
だ
っ
た

か
ら
で
す
。ま
た
、三
室
交
差
点
周

辺
は
、
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
が
岩
瀬
橋

ま
で
供
用
開
始
に
な
っ
た
時
点

で
、
町
道
４
０
５
号
線
を
利
用
し

て
国
道
か
ら
車
両
が
流
入
し
て
い

ま
す
。用
地
交
渉
も
よ
う
や
く
整

い
、
中
央
公
民
館
利
用
者
に
か
け

て
い
る
不
便
、
ま
た
周
辺
地
域
の

生
活
道
路
の
混
雑
等
を
解
消
す
る

た
め
に
も
、
１
日
も
早
い
本
線
工

事
の
着
手
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

法
隆
寺
線
工
事
の
道
路
使
用
許

可
取
得
が
難
し
い
の
で
、
供
用
開

始
が
遅
れ
る
と
の
見
方
は
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
思
考
で「
行
政
の
怠
慢
」で

あ
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

※
法
14
条
地
図
作
成
実
施
と
、
土

　

地
の
固
定
資
産
評
価
基
準
及
び

　

例
外
規
定
の
対
応
に
つ
い
て

※
要
綱
と
基
準
に
沿
っ
た
「
30
人

　

学
級
編
制
」の
運
用
に
つ
い
て

※
11
月
に
成
立
し
た「
放
置
空
家
」

　

対
策
法
の
認
識
に
つ
い
て

議
員　

介
護
保
険
は
、
今
年
度
で

第
５
期
計
画
が
終
わ
り
、
来
年
度

か
ら
の
第
６
期
計
画
と
な
り
、
心

配
な
制
度
改
正
が
さ
れ
る
。要
支

援
１
・
２
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、

介
護
保
険
の
給
付
か
ら
外
さ
れ

て
、
市
町
村
の
事
業
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
が
、

町
の
考
え
方
や
進
め
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

新
し
い
総
合
事

業
へ
の
移
行
は
、
要
支
援
者
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
必
要
と
す
る
人
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
基
盤
や

体
制
の
整
備
、
単
価
や
基
準
の
設

定
な
ど
、
西
和
広
域
７
町
と
連
携

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。こ
れ
に
は
、相
当

の
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
実

施
を
２
年
間
猶
予
す
る
こ
と
を
条

例
で
規
定
し
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
の
事
業
開
始
を
目
指
す
考
え
で

あ
る
。

議
員　

方
向
性
か
ら
い
く
と
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
は

重
要
な
問
題
と
な
る
。ま
た
、給
付

か
ら
外
れ
た
町
事
業
と
な
る
こ
と

で
の
町
の
負
担
が
ど
う
な
る
の

か
。ま
た
、西
和
７
町
だ
け
の
協
議

で
い
い
の
か
。さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
十
分
に
協
議
し
、
決
定
し
た
こ

と
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
は
広

く
周
知
を
し
て
、
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

三
年
ご
と
の
計
画
見
直
し
で

保
険
料
が
高
騰
す
る

議
員　

給
付
量
の
見
込
み
に
応
じ

て
保
険
料
が
設
定
さ
れ
る
が
、
高

齢
者
が
増
え
て
、
増
加
す
る
給
付

の
も
と
、
い
や
で
も
ど
ん
ど
ん
と

保
険
料
が
上
が
っ
て
い
く
。今
度

の
第
６
期
の
計
画
で
は
、
全
国
的

に
も
平
均
月
額
で
１
０
０
０
円
ぐ

ら
い
上
が
る
の
で
は
な
い
か
、
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

年
々
給
付
量
は

増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。今
後
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
保
険

料
も
増
額
と
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
が
、
現
在
積
算
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。し
か
し
、次
年
度
か

ら
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
保
険
料

の
軽
減
に
、国
が
２
分
の
１
、県
が

４
分
の
１
、
町
が
４
分
の
１
の
割

合
で
公
費
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
低
所
得
者
対
策
を
十
分
配
慮

す
る
中
で
、
適
切
な
保
険
料
設
定

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

▶
法
隆
寺
線
の
仮
設
通
路

どうなる?介護保険
　　来年度からの制度改正

里　川　宜 志 子  議員

町政ここが聞きたい

No.83❼
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
52
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
と
も
に
、
人
事
院
勧

告
に
伴
う
給
与
改
正
及
び
人
事
異

動
に
よ
る
人
件
費
の
補
正
で
す
。

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
決
し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
54
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
る
人
件

費
関
係
及
び
人
事
院
勧
告
に
伴
う

減
額
補
正
で
す
。

　

事
前
懇
談
会
と
積
算
の
日
程
に

つ
い
て
、
水
道
課
の
職
員
数
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
11
月
末
下
水
道
工

事
進
捗
状
況
、
公
共
下
水
道
接
続

申
請
状
況
、
融
資
あ
っ
せ
ん
利
用

数
、
浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転
用

申
請
に
つ
い
て
説
明
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

前
回
の
委
員
会
以
降
の
進
展
は

な
い
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
法
隆
寺
線
の
供
用

開
始
時
期
と
、
警
察
の
許
可
関
係

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

前
回
の
委
員
会
以
降
の
進
展
は

な
い
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
ス
ー
パ
ー
の
跡
地

に
つ
い
て
、
法
隆
寺
駅
の
駅
表
示

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
議
案
第
50
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
に
つ
い
て
、
説
明
報
告
さ
れ

ま
し
た
。　

　

質
疑
・
意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

○
富
雄
川
改
修
に
つ
い
て
、
説
明

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
４
か
所
の
井
堰
の

協
議
に
つ
い
て
、
井
堰
の
新
設
の

種
類
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

○
斑
鳩
町
営
高
塚
団
地
の
明
け
渡

し
に
つ
い
て
説
明
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

質
疑
・
意
見
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
の
他

・
下
司
田
池
の
水
利
組
合
に
つ
い
て

・
県
・
町
の
占
用
料
金
値
上
げ
に

　
つ
い
て

・
県
河
川
の
浚
渫
に
つ
い
て

・
法
隆
寺
西
２
丁
目
の
水
路
上
の

　
迷
惑
駐
車
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
役
場
北
東
道
路
の
拡
幅

　
に
つ
い
て

・
環
境
形
成
の
補
助
金
申
請
に
つ

　
い
て

質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　

12
月
8
日
に
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
2
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

▶
下
水
道
工
事
の
よ
う
す

▶
西
安
堵
井
堰

委員会のうごき
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厚 生常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

⑴
議
案
第
33
号　

斑
鳩
町
指
定
介

護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

暴
力
団
の
排
除
を
条
例
に
加
え

る
も
の
で
、
委
員
か
ら
は
、
そ
の

把
握
の
方
法
等
の
確
認
が
さ
れ

た
。

⑵
議
案
第
34
号　

斑
鳩
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的
支
援

事
業
の
実
施
に
係
る
基
準
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

１
号
被
保
険
者
の
人
数
に
よ

り
、
配
置
基
準
が
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
委
員
か
ら
、
専
門
職

の
配
置
状
況
の
確
認
が
さ
れ
た
。

⑶
議
案
第
42
号　

斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

国
保
運
営
協
議
会
の
答
申
書
を

資
料
と
し
て
提
出
を
求
め
、
税
率

の
改
正
を
行
う
内
容
で
あ
る
。
委

員
か
ら
、

①
国
の
補
助
を
と
れ
る
滞
納
整
理

②
加
入
者
の
所
得
状
況
の
推
移
に

よ
る
税
率
の
定
期
的
な
見
直
し

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
さ
ら

な
る
普
及
、
啓
発

④
保
険
税
の
条
例
改
正
後
の
周
知

方
法
と
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
っ
た
。

⑷
議
案
第
46
号　

斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

産
科
補
償
制
度
の
金
額
が
改
正

さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

⑸
議
案
第
47
号　

斑
鳩
町
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

⑴
と
同
じ
改
正
で
あ
る
。

⑹
議
案
第
48
号　

斑
鳩
町
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

⑴
と
同
じ
改
正
で
あ
る
。

⑺
議
案
第
51
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て
　

人
事
異
動
と
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
補
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

⑻
議
案
第
53
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

⑺
と
同
じ
補
正
で
あ
る
。

⑼
議
案
第
55
号　

衛
生
処
理
場
焼

却
棟
解
体
撤
去
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

低
入
札
価
格
で
の
落
札
と
な

り
、
調
査
の
必
要
が
あ
り
、
そ
の

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。委
員
か
ら
、

①
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
レ
ベ
ル

と
工
事
内
容

②
近
隣
の
各
自
治
会
へ
の
対
応

③
産
業
廃
棄
物
の
処
理

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
っ
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み
収
集
事
業

の
周
知
に
か
か
わ
る
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
報
告
を
受
け
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

　

医
療
・
介
護
の
地
域
で
の
今
後

の
あ
り
方
を
構
築
す
る
内
容
で
あ

り
、
ま
だ
、
詳
細
は
示
さ
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
50
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
の
う
ち
、
当
委
員
会
所
管
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

　
　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
）

　開会中の12月9日（火）に全委員出席のも
と、委員会を開催いたしましたので、概要を
ご報告いたします。
　本会議から付託を受けた9議案について
は、すべて満場一致で可決すべきものと決し
ました。

▲社会福祉協議会に委託している
　地域包括支援センター

委員会のうごき

No.83❾
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
35
号　

斑
鳩
町
防
災
会

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
議
案
第
36
号　

斑
鳩
町
附
属
機

関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
37
号　

特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
38
号　

斑
鳩
町
議
会
の

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
39
号　

斑
鳩
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
40
号　

特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
41
号　

斑
鳩
町
の
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て◎
議
案
第
45
号　

史
跡
中
宮
寺
跡

整
備
検
討
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
49
号　

斑
鳩
町
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

以
上
の
９
議
案
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
法
律
の
改

正
や
各
種
会
議
の
議
決
要
件
等
を

定
め
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
43
号　

斑
鳩
町
学
校
週

5
日
制
実
施
推
進
委
員
会
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

当
該
委
員
会
が
目
的
を
達
成
し

設
置
の
必
要
性
が
な
い
こ
と
か

ら
、条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
44
号　

斑
鳩
町
ス
ポ
ー

ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
及
び
フ
ッ
ト
サ

ル
の
設
備
器
具
使
用
料
を
新
た
に

定
め
る
改
正
で
す
。

◎
議
案
第
50
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　

町
民
プ
ー
ル
管
理
棟
の
耐
震
補

強
工
事
費
２
７
０
０
万
円
や
Ｊ
Ｒ

法
隆
寺
駅
自
由
通
路
に
設
置
予
定

の
防
犯
カ
メ
ラ
に
関
す
る
予
算
補

正
で
し
た
。

以
上
の
12
議
案
す
べ
て
満
場
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
け

　
る
今
年
度
の
入
館
者
数
の
報
告

　
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

〇
斑
鳩
町
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
案
）
に
つ
い
て

○（
仮
称
）
第
３
次
斑
鳩
町
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
に
つ

い
て

　

教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続

性
、
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
地

方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体
制

の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体

制
の
構
築
、
地
方
公
共
団
体
の
長

と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
強
化

等
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
が
新
年

度
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

○
少
人
数
学
級
編
制
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
と

課
題
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
審
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
現

在
30
人
を
基
準
と
し
た
少
人
数
学

級
の
編
制
は
、
学
習
指
導
面
、
生

徒
指
導
面
、
学
級
運
営
面
に
お
い

て
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
少
人
数
学

級
の
編
制
を
継
続
し
て
い
く
が
、

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
な
ど
へ
の
対
応

の
た
め
、
小
学
校
第
１
学
年
及
び

第
２
学
年
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、

第
３
学
年
以
降
は
学
級
規
模
を
現

状
よ
り
も
大
き
く
し
集
団
と
し
て

の
役
割
・
機
能
を
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
、
ま
た
、
小
学
校
第
３
学

年
以
降
の
学
級
規
模
を
中
学
校
卒

業
ま
で
統
一
す
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
、
新
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
委
員
長
記
）

　

12
月
10
日　

本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
12
議
案
、
ま
た
、
継
続
審
査

中
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

■■■■■■■ 委員会のうごき
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斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回の改定では、国保会計単年度収支で見込まれる
赤字分の値上げにとどめているとのことですが、上げ
幅はかなり大きなものになっています。また、税の軽減
がかかっている家庭でも一部では収入の１割を超える
保険税を負担することになり、そもそも国民健康保険
税自体が高すぎて、もはや払える金額ではありません。
国がこの間、費用負担を減らし続けていることが最大
の問題です。
　国民健康保険は、組合健保等に入れない方の受け皿
的な役割を果たしており、どうしても所得の低い加入
者が多くなります。そうした方々の命と健康を守るた
めに国民皆保険制度のもとで存在しているのが国民健
康保険制度であるはずなのに、その保険税によって逆
に、生活がおびやかされるようなことがあってはなら
ないと思います。
　国民健康保険は福祉としての役割を担っているもの
であり、町としてできる支援は、今までのように一般会
計からの繰り入れをおこなっていくことだと考えま
す。
　国民健康保険財政が大きな赤字を抱え、町財政を圧
迫していることも事実ですが、被保険者の負担がこれ
以上増えることについては、賛成できません。国に対し
これまで以上に費用負担を求める声をあげて頂くこと
を強く要望します。

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　国民健康保険事業特別会計の現状は、平成２５年度
の単年度決算は赤字に陥り、また、累積赤字も約４億８
０００万円になっています。
　町の説明によりますと、平成２７年度から平成２９
年度の国民健康保険特別会計の財政状況と今後の予測
では、このまま国民健康保険税を改定しなかった場合、
後期高齢者支援金分で約１億４０００万円、介護納付
金で約１億３０００万円の赤字となると見込んでお
り、医療分で約１億１２００万円の黒字となりますも
のの、全体で、最終的には３年間合計で約１億６８００
万円の赤字になってしまい、平成２９年度決算には、累
積赤字が年間の国保税収入とほぼ同じ約６億４８００
万円に達することとなり、安定的な国保制度の運営を
推持するためには、現状の制度では税率の改定を避け
ては通れない状況になってしまうとのことです。
　いろいろな要因があるにしても、負担を強いること
には違いませんし、赤字を累積させないように、今後は
責任を持って適切な時期に保険税の見直しを図ってい
くことが大切と考えます。
　町におかれましては、健全財政の維持と疾病予防に
更なるご努力をお願いするとともに、真摯に対応して
いただくことをお願いします。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です
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政府による緊急の過剰米処理を求める意見書

　2014年産米は宮崎県、鹿児島県、高知県などの超早場米の消費地での取引価格が「前年を4,000円程度
下回る12,000円台（1俵60キロ）」などと取り沙汰され、全国的な価格の大暴落が強く懸念されます。
　今年から経営所得安定対策が半減され、米価変動補てん交付金も事実上、廃止されたもとで、今でさえ生産費
を大幅に下回っている米価がさらに暴落するなら、再生産が根底から脅かされることになります。とりわけ、
担い手層の経営への打撃ははかりしれないものがあります。
　政府は、主食用米から飼料用米への転換を、助成金を増額して誘導していますが、対策の初年度ということも
あり、種もみの確保、マッチング、貯蔵・調整施設などが未整備であり、生産現場で十分な対応ができない事態
にあります。
　そもそも、この間の米価の下落は、2013年、2014年度の基本指針を決めた昨年11月の食料部会で、今年
6月末の在庫が2年前に比べて75万トンも増える見通しを政府が認識しながら、何ら対策を講じてこなかった
ことにあります。また、「攻めの農政改革」で5年後に政府が需給調整から撤退する方針を打ち出したことも
追い打ちをかけています。
　主食の米の需給と価格の安定をはかるのは政府の重要な役割です。過剰基調が明確になっている今、政府の
責任で需給の調整を行うのは当然であり、緊急に過剰米処理を実施することを求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　　平成26年12月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に
意見書を送付
政府関係機関に
意見書を送付

12月定例会では、議員から提案された1件の意見書が可決され、
政府関係機関に送付しました。

　町と「災害時における避難所等施設利用に関する
協定」を締結している法隆寺で、12月15日、避難誘導
訓練が行われました。
　地震が起きたときに身の安全を守る行動をとる
シェイクアウト訓練や、観光客等の避難誘導訓練
などが行われました。

　

今
年
は
元
日
か
ら
雪

が
降
り
、子
ど
も
た
ち
は

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
様
子

だ
っ
た
け
れ
ど
、お
と
な

た
ち
は
寒
さ
を
痛
感
し

な
が
ら
、流
行
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
小
さ
な

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を

守
る
こ
と
に
思
い
を
馳

せ
る
。

　

親
が
子
を
思
い
、子
が
親
を
思
う
。そ

の
一
つ
の
絆
を
軸
に
、そ
の
絆
が
広
が
り
、

そ
れ
が
斑
鳩
町
の「
ま
ち
づ
く
り
」の
礎

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
）
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